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１. 第 12 回協議会の結果 

 

（１）日時 

平成 18 年 11 月 11 日（土） 14：00～16：00 

（２）会場 

かすみがうら市多目的会館 

（３）議事 

(1) 開会 

(2) 第 11 回協議会の結果 

(3) Ａ区間実施計画書（修正案）について 

(4) 今後の進め方 

・自然再生協議会全体スケジュール 

・第 13 回協議会の進め方（案） 

(5) 閉会 

 

 

（４）議事要旨 

1.Ａ区間実施計画書（修正案）について 

・ 植生等の管理方針を示したマニュアルを、専門家の協力のもと、今後作成す

る必要がある。 

・ P21 作業の概要 エ）で書かれている「観察路」は、人が踏み固めてできた

小道程度の簡単な通路であり、木道等の導入は行わない。 

・ P21 事業の概要の４つ目の項目の「他区間の計画立案に」という表現につい

て、Ａ区間も今後継続して手を入れていくという意味を込めて「今後の計画

立案に」に修正する。 

・ Ａ区間実施計画書（修正案）を協議会として了承する。ただし、文章、語句

等の修正意見があれば、10 日間程度事務局で受け付ける。 

 

2.今後の進め方 

・ 次回協議会では、Ｂ区間の実施計画案を国土交通省が協議会に提示し、内容

の協議を行う。 

・ 事務局は、引堤の先行事例である宍道湖の資料を次回協議会に提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）参加者 

◆協議会委員 

所属等 参加人数 

専門家  4 名

団体 2 名
公募委員 

個人 11 名
13 名

茨城県 6 名

土浦市 1 名地方公共団体 

かすみがうら市 1 名

8 名

国土交通省 霞ヶ浦河川事務所 1 名
関係行政機関 

独立行政法人水資源機構 利根川下流総合管理所 1 名
2 名

27 名

 

◆その他 

所属等 参加人数 

傍聴者 一般、マスコミ 4 名

 

 

 

 

 

 

第１２回協議会の協議風景 
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２. Ｂ区間の現状について 

 

 

 
 
○Ｂ区間位置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ区間 
（実施計画区間） 

③ 

② 

① 

④

B 区間 

6.8k

6.5k 

・浚渫処理ヤード全景 (南側より) 

④③
① ② ③ 

浚渫処理ヤード前面の植生帯

(南側より) 

Ａ区間とＢ区間の間の植生帯 浚渫処理ヤード前面の植生帯(北側より) 

④

○Ｂ区間現況図 

（２）Ｂ区間の事業内容のアイデア 

 （事業内容に関するアンケート回答【第 9回協議会資料より抜粋】） 

Ｂ区間の事業内容についての回答 

・田村池の浚渫土を除去し、湖水を入れて「内湖」のような水場を創る。 

・霞ヶ浦固有の沈水植物群落のセーフサイトとして活用する。 

・土壌シードバンクから再生させた水生植物を維持できる場所を確保する。 

・現在の堤防に水門を設けて湖水の流入を制限し、雨水等で涵養、透明度の高い水を維持する。 

・矢板や消波工は、水辺空間が湖内と連続性を保つようにする。 

○Ｂ区間現況写真（写真は、平成 16 年 5月 25 日撮影，撮影位置は上図参照） 

※アンケート回答の原文は参考資料を参照。 

（１）現状 

・ 治水のための湖岸堤整備が完了している。 
・ 堤内地側には、約 3ha の官有地があり、かつて浚渫土の仮置ヤードとして利用されていた。 

（３）事業の方向性 

・霞ヶ浦と連続した水辺空間の創出として事業を行うのか、あるいは霞ヶ浦とは不連続となる

水辺空間の創出として事業を行うのか、事業の方向性を協議会で協議。 
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Ｂ区間と周辺の変遷 1883 年～2003 年(M16 年～H15 年)  

空中写真、迅速図 

○Ｂ区間迅速図及び空中写真 

1974 年（S49 年）撮影 2003 年（H15 年）撮影

B 区間 B 区間

1968 年（S43 年）撮影

B 区間 

1947 年（S22 年）撮影

B 区間

1883 年（M16 年）測量 

B 区間 
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３. 今後の進め方 

（1）自然再生協議会全体スケジュール 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2）第 14 回協議会の進め方（案） 

     ○Ｂ区間の実施計画の国土交通省が提示する原案について、協議する。     ○Ａ区間の施工状況視察 

 第５回協議会（５月２１日） 
 
・自然再生全体構想（素案）の
協議 

第６回協議会（７月２３日） 
 
・自然再生全体構想原案の検討

 

第７回協議会（１０月２日） 

 
・自然再生全体構想の協議  

第８回協議会 （１１月２７日） 
 
・自然再生実施計画の内容の協議

・全体構想の策定 

第９回協議会 （１月２９日） 

 
・自然再生実施計画の内容の協議

第１回協議会（１０月３１日） 
 

・自然再生協議会設置要綱の承認 
・会長・副会長の選出 

第２回協議会（１２月１１日） 

 
・全体構想策定に向けた意見の抽出 

自然再生の目標像について 

第３回協議会 （１月２２日） 
 

・自然再生目標(案)の協議 
 

第４回協議会 （３月２１日） 
 
・自然再生目標(修正案)、事業内容（素案）、

役割分担（素案）の協議 

現地見学会（１１月１０日，１１月１８日）

 

霞ケ浦環境科学

センター開所 

（４月２２日） 

霞ヶ浦（西浦中岸）の湖岸

環境に関する勉強会 
７月８日（第 1回） 

霞ヶ浦（西浦中岸）の湖岸

環境に関する勉強会 
９月 11 日（第２回） 

霞ヶ浦（西浦中岸）の湖岸

環境に関する勉強会 
11 月 13 日（第３回） 

現地見学会 

３月２６日 

 

平成１６年度 

平成１７年度 

事業の実施・維持管理・モニタリング調査等（Ａ区間） 

第１０回協議会 （７月８日） 
 
・自然再生実施計画の素案の協議 

第１１回協議会 （９月３０日） 
 
・自然再生実施計画書【Ａ区間】(案)の

協議                

第１２回協議会 （11 月 11 日） 
 
・ Ａ区間の実施計画（修正案）の協議 
・ 事前再生事業実施計画【A 区間】（案）

の了承 

第１３回協議会 （3月 24 日） 
 
・Ｂ区間の事業内容の協議 

霞ヶ浦（西浦中岸）の湖岸環境に関する勉強会 
８月２７日 （第４回） 

平成１８年度 

自然再生事業実施計画【A区間】 

主務大臣及び茨城県知事へ送付（１月24日）

第１５回協議会 （６月下旬） 
 
・Ｂ区間の実施計画の原案の協議 
 

平成１９年度 

第１６回協議会 （７月下旬） 
 
・Ｂ区間の実施計画の修正案の協議 
 

第１７回協議会 （８月下旬） 
 
・Ｂ区間の実施計画の案了承（予定）

 

Ｂ区間施工予定（１１月～）

第１４回協議会 （５月下旬） 
 
・ Ａ区間の施工状況視察 
・ Ｂ区間の実施計画の素案の協議 



                                                                            －第 13 回協議会資料－ 2007.3.24 5 
 

4. 参考資料 

・引堤した場合の自然再生イメージ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○Ｂ区間の自然再生イメージ 

なだらかな地形の創出のイメージ 

Ｂ区間平面イメージ 

１ 

１ 

昭和 22 年当時の想定断面 

現在のＢ区間の湖岸提断面 

引 提 

浚渫土処理ヤード ハス田 

1 - 1 

○引き堤する場合の条件 

・築堤の確保（背後地の地盤が軟弱なため、緩やかなのり面勾配を

 もつ堤防となる。 

○ 事業内容案 

①既存の植生帯を保全する。（消波施設の撤去の有無） 

②湖内と連続した水辺空間を創出する。（消波施設の撤去の有無） 

③湿地の再生 

④シードバンクから再生させた水生植物（沈水植物含む）の確保 

⑤環境学習の場の確保 

⑥環境管理（植生管理、ゴミ拾い活動等） 

 

 

築堤の確保 

現存植生帯 




